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1.発生動向 3.栗原支所より
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栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）

対応状況 〇 ー

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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【 定点把握対象疾患 】
• 新型コロナウイルス感染症は減少傾向です。

• 手足口病は減少したが、警報レベル継続中です。

【 集団発生情報 】
保育施設でRSウイルス感染症の集団発生報告があ

りました。感染対策に努めましょう。

【 感染症コラム 】

～ヒトパピローマウイルス（HPV）と

尖圭（せんけい）コンジローマ～
• ヒトパピローマウイルス（HPV）6、11型などが原因とな

るウイルス性の性感染症です。

• 男女ともに生殖器とその周辺に特徴的な形態（鶏のとさ

か、カリフラワー状のイボ）を示す病変を生じます。

• 自覚症状はほとんどありません。

• 自然治癒が多い良性病変ですが、パピローマウイルスの

型（16，18型）によっては子宮頸がんに移行することも

あり経過観察が必要です。

• 治療としては外科的処置（切除、液体窒素凍結法など）や

軟膏塗布があります。

• 本人が治癒しても、パートナーがウイルスを保持している

かぎり再感染の可能性があるので、パートナーも必ず専

門医を受診し、症状があれば治療をすることが重要です。

• 子宮頸がんの予防方法には、HPVワクチンを接種するこ

とで、がんの原因となるHPVの主な種の感染を予防す

ることが挙げられます。

• 小学校６年～高校１年相当の女子は、予防接種法に基づ

く定期接種として、公費によりHPVワクチンを接種する

ことができます。
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